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３
月
11
日
に
発
生
し
た
、
三
陸

沖
を
震
源
と
す
る
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
現
場
に
お
い
て
昼

夜
を
分
か
た
ず
、
救
助
活
動
な
ど

に
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ

る
全
て
の
皆
様
に
、
深
く
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
震
災
は
、
我
が
国
の

地
震
の
中
で
観
測
史
上
最
大
の
規

模
で
あ
り
、
東
北
地
方
を
中
心
に

関
東
地
方
及
び
北
海
道
ま
で
の
広

範
囲
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

山
梨
県
内
で
も
、
負
傷
者
や
家

屋
や
壁
の
損
壊
な
ど
の
被
害
も
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
震
度
５
弱

を
観
測
し
ま
し
た
が
、
市
施
設
等

へ
の
被
害
は
最
小
限
で
あ
り
ま
し

た
。本

市
と
し
て
は
、
一
地
方
自
治

体
と
し
て
、
被
災
者
の
皆
様
、
並

び
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
復
興
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

被
災
地
を
力
強
く
支
援
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
市
と
し
て
支
援
金
を
送

る
と
と
も
に
、
市
施
設
に
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
心

温
ま
る
支
援
物
資
は
、
宮
城
県
を

は
じ
め
各
地
域
へ
と
発
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

峡
東
３
市
で
設
立
す
る
東
山
梨

行
政
事
務
組
合
東
山
梨
消
防
本
部

か
ら
も
要
請
に
基
づ
き
、
地
震
発

生
日
に
消
防
署
員
を
被
災
地
へ
派

遣
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
電
気
不
足
に
伴

う
計
画
停
電
が
行
わ
れ
て
お
り
、

停
電
の
実
施
時
間
帯
に
お
き
ま
し

て
は
、
市
の
施
設
及
び
一
部
窓
口

業
務
等
に
お
い
て
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
、
事
業
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
照
明
や
電

気
機
器
の
ご
使
用
を
控
え
て
い
た

だ
く
な
ど
、
節
電
へ
の
ご
協
力
に

つ
き
ま
し
て
も
重
ね
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
、
今
回
の
未
曾
有
の
大

災
害
に
対
し
て
、
私
た
ち
国
民
が

一
丸
と
な
り
支
援
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
心
温
ま
る
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

被
災
地
の
皆
様
へ

市
民
一
丸
で
支
援

がんばろう！

皆
様
の
心
温
ま
る
支
援
を
被
災
地
へ

甲
州
市
長
　
田

辺
　
篤
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市では、東北地方太平洋沖地震により被災した
地域を支援するため、｢義援金募金箱｣を次のとお
り設置しています。皆様の心温まるご支援とご協
力をお願いします。

■義援金募金箱設置場所
市役所本庁舎、勝沼地域総合局、大和地域総

合局、市民文化会館、勝沼図書館、勝沼中央公
民館、大和ふるさと会館、塩山体育館、甘草屋
敷、保健福祉センター、塩山Ｂ＆Ｇ海洋センタ
ー、勝沼ぶどうの丘、天空の湯、道の駅「甲斐
大和」、勝沼健康福祉センター、大和福祉センタ
ー、塩寿荘

■振込みによる義援金受付窓口
（山梨県共同募金会甲州市会・市社会福祉協議会)
銀 行 名：山梨県民信用組合塩山支店
口座名義：共同募金会２（キョウドウボキンカイ２)
口座種類：普通　　口座番号：１１２２１９０

地震により、東京電力の設備が大きな被害を受
けたことから、現在、電気の供給力が不足してい
ます。このため、市内においてもグループ別によ
る「計画停電」が実施されています。実施予定の
地域でも、実際に停電するかどうかは、東京電力
が「電気の需要状況をもとに直前に判断」してお
ります。現在、市では、防災無線やホームページ、
ＣＡＴＶを活用して、計画停電の情報をお知らせ
していますので、正確な情報をもとに落ち着いて
行動をしてください。
◆詳しい情報は東京電力ＨＰをご覧ください。

アドレス　http://www.tepco.co.jp/index-j.html

東京電力 計画停電について 義援金について

■市営住宅への受け入れ
東北地方太平洋沖地震の被災により他市町村への

避難を余儀なくされた方、及び福島第一・第二原子
力発電所事故に伴う避難指示により他市町村への避
難を余儀なくされた方を市営住宅に受け入れます。
・提供戸数

４０戸（定住促進住宅、赤尾・松里各２０戸）
・入居時期　　手続き準備が終了次第、入居可能
・入居期間　　１ヶ月～６ヶ月以内（最長１年)
・住宅使用料　原則として免除とします。
・光熱水費　　原則として入居者負担とします。
■民間住宅等への受け入れ

市へ情報提供があった、震災被害者向けの民間
賃貸住宅等をご案内します。
■住宅等無償提供のお願い

今回の震災では、これまでに無いほどの多くの
被災者が今後住宅に困窮することが予想されま
す。所有するアパートや、留守中の住居など、所
有物件を無償で賃貸物件として提供しても良いと
いう方は、お問い合わせ先までご連絡ください。
■その他

詳しくは市ＨＰをご覧になるか、お問い合わせ
先までご連絡ください。
◆申し込み・お問い合わせ先

災害支援対策班（建設課）
☎０５５３‐３２‐５０７１

※土曜・日曜・祝祭日のお問い合わせ先
市役所本庁舎（日直）
☎０５５３‐３２‐２１１１

住宅への受け入れなど

市では、東北地方太平洋沖地震で被災され、市
内の公営及び民間住宅などへの避難を希望されて
いる方々を受け入れる予定です。このため家族の
皆さんを支援する市民ボランティアの募集を次の
とおり行います。希望される方は、事前に登録を
していただき、避難家族の受け入れ以降、支援活
動をしていただくことになります。

ボランティア登録を希望される方は、お申し込
みください。
■支援活動の内容

避難家族の方の日常生活のサポート
（車での買物、送迎など）　
■登録申し込み・お問い合わせ先

災害支援対策班（市民生活課　市民協働推進室）
☎０５５３‐３２‐５５８３
FAX０５５３‐３２‐３０７２

※土曜・日曜・祝祭日のお問い合わせ先
市役所本庁舎（日直）
☎０５５３‐３２‐２１１１

ボランティアで被災者支援
活動を考えている皆さんへ

がんばろうがんばろう

東 北東 北

被災地への心温まる支援物資をい
ただき、誠に感謝申し上げます。

物資の受付は中止しました

3 広報こうしゅう



市長の市政報告
（要約・抜粋）

3月議会

平
成
23
年
甲
州
市
議
会
３
月
定

例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
開
会
さ

れ
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
で
は

田
辺
市
長
の
施
政
方
針
が
行
わ
れ

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
の
ほ
か
、

当
初
予
算
や
新
規
事
業
な
ど
の
内

容
説
明
を
し
ま
し
た
。

第
一
次
総
合
計
画
に
基

づ
く
新
年
度
予
算
編
成

国
の
地
方
財
政
対
策
や
経
済
情

勢
の
推
移
等
に
留
意
し
、
財
政
運

営
の

さ
ら
な
る
健
全
化
を
推
進

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
行
財
政
改
革
の
努
力
を
決
し
て

緩
め
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
経
費
の
削
減

に
取
り
組
む
中
で
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
、
効
率
的
配
分
な
ど
、

創
意
工
夫
を
行
う
中
で
「
第
一
次

甲
州
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
施

策
の
着
実
な
推
進
を
図
る
こ
と
と

し
、
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
　

ま
た
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

で
は
、
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
の

策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
３
月
中
に
は
答
申
が
な

さ
れ
、
行
政
改
革
推
進
本
部
に
お

い
て
決
定
し
、
新
年
度
か
ら
４
年

間
の
計
画
と
し
て
、
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
も
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
第
二
次
の
行
政
改
革
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

公

共

施

設

の

将

来

ビ

ジ

ョ

ン

を

策

定

本
市
の
公
共
施
設
を
重
要
な
経

営
資
源
と
し
て
捉
え
、
市
民
ニ
ー

ズ
や
人
口
動
態
等
を
踏
ま
え
た

公
共
施
設
の
建
物
状
況
、
運
営
状

況
、
利
用
状
況
や
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
等
を
調
査
・
分
析
し
た
上
で
、

全
市
的
・
総
合
的
な
視
点
か
ら

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営

を
推
進
す
る
た
め
、
公
共
施
設
ス

ト
ッ
ク
及
び

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
方
針
を
策
定
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

景

観

に

配

慮

し

た

サ
イ
ン
計
画
を
策
定

現
在
、
景
観
計
画
策
定
審
議
会

で

平
成
23
年
度
の
策
定
に
向
け

て
作
業
を
進
め
て
お
り
、
２
月
20

日
に
は
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開

催
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
８
月
よ
り
、
毎
月
「
ふ

る
さ
と
景
観
フ
ッ
ト
パ
ス

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
様
と
協
働
に
よ
る
検
討
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
多

種
多
様
の
サ
イ
ン
が
混
在
す
る
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市

を
訪
れ
る
来
訪
者
が
、
市
域
を
安

全
で
円
滑
に
移
動
で
き
、
か
つ
本

市
の
誇
る
自
然
環
境
や
歴
史
的
・

文
化
的
景
観
に
配
慮
し
た
、
判
り

や
す
く
統
一
感
の
あ
る

公
共
サ

イ
ン
の
設
置
指
針
と
し
て
、
甲
州

市
サ
イ
ン
計
画
を
策
定
し
て
参
り

ま
す
。

適
切
な
農
地
管
理
と
農

業
振
興
の
着
実
な
推
進

国
内
経
済
に
海
外
需
要
を
取
り

込
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
増

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）
な
ど
、
貿
易
に

関
す
る
海
外
と
の
経
済
連
携
の
議

論
も
高
ま
る
中
で
、
激
化
す
る
国

際
競
争
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
等

を
踏
ま
え
て
、
市
の
産
業
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
各
種
施
策

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
需
要
に
対
応
す
る
果
樹

産
地
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、

必
要
な
構
造
改
革
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
担
い
手
の
確
保
、
多
様

な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
、
的
確
に
対

応
し
た
生
産
活
動
、
更
に
は
販
売

活
動
へ
の
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

昨
年
、
国
・
県
が
経
済
事
情
の

変
動
等
を
理
由
に
農
地
に
関
す
る

基
本
方
針
等
を
見
直
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
新
年
度
に
は
、
市
の
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
見

直
し
を
行
い
、
適
切
な
農
地
管
理

と

農
業
振
興
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
大
切
に

第
二
次
行
政
改
革
を
推
進
。
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昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
神
金
耕
作
放
棄
地
対
策
モ
デ
ル

事
業
」
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
各
種
支
援
事
業
を
活
用
し

て
、
事
業
の
拡
大
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
農
業
の
継
承
と
維
持
発

展
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
担
い
手

農
業
者
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、

新
年
度
か
ら
新
た
に
、
就
農
定
着

支
援
制
度
と
し
て
、
研
修
期
間
を

３
年
と
す
る

ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー

制
度
を
創
設
し
、
認
定
し
た
就
農

定
着
支
援
農
家
の
も
と
で
、
新
規

就
農
者
の
長
期
研
修
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

食
の
安
全
・
安
心
に
つ
き
ま
し

て
は
、
消
費
者
意
識
が
一
層
高
ま

る
中
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制

度
対
策
へ
の
支
援
を
行
い
、
安

全
・
安
心
で
お
い
し
い
果
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
環
境
保
全
型
農
業

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

次
に
、
農
作
物
を
野
生
鳥
獣
か

ら
守
り
、
安
定
的
な
農
業
生
産
を

図
る
た
め
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
護
柵
施
設
整
備

と
駆
除
の
両
面
か
ら
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
施
策
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
設
置
し
た
広
域
的
防
護

柵
の
効
果
が
最
大
限
に
活
か
さ
れ

る
よ
う
、
新
た
に
有
害
鳥
獣
防
護

柵

維
持
管
理
に
対
す
る
地
域
管

理
組
合
へ
の
補
助
支
援
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

新
規
の
出
店
者
を
支
援

空
き
家
店
舗
対
策
事
業

経
済
は
緩
や
か
な
が
ら
回
復
傾

向
を
見
せ
て
お
り
ま
す
が
、
市
内

産
業
の
活
性
化
を

更
に
図
る
た

め
、
甲
州
市
商
工
会
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
中

小
企
業
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
次
総
合
計
画
の
基

本
構
想
と
し
て
、
創
意
に
満
ち
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て

掲
げ
る
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
新
年
度
に

お
い
て
、
甲
州
市
商
業
振
興

基

本
計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
・
計

画
的
な
商
業
振
興
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

併
せ
て
、
空
き
家
店
舗
対
策
事

業
と
し
て
、
新
規
に
出
店
す
る
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
市
内
の

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
甲
州
市
商
工
会
が
取
り
組
む

「
住
ま
い
の
相
談
室
魅
力
創
出
事

業
」
へ
の
支
援
を
行
い
、
市
内
リ

フ
ォ
ー
ム
建
設
事
業
の
拡
大
を
図

り
、
産
業
振
興
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

甲
州
市
の
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
「
武
田
の
聖
地
」

平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
た

「
甲
州
市
観
光
振
興
計
画
」
を
指

針
と
し
て
、
「
人
と
地
域
資
源
を

活
か
し
た
フ
ル
シ
ー
ズ
ン
の
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
諸
施
策

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

４月から新体制
大藤診療所の外来診療
４月から大藤診療所の診療体制が変わり

ました。市では地域に根差した診療を続け
るため、市内医療機関をはじめ、山梨厚生
会のご協力により非常勤の医師が診療を行
います。なお、一ノ瀬高橋地区の出張診療
は牧丘病院の古屋院長が診療に伺います。

■お問い合わせ先
大藤診療所　☎３３‐２６４９

地域医療の充実へ
新たに医療対策室を設置

市では、新年度に健康増進課へ医療対策
室を設置し、診療所の医療体制の整備と産
科体制の整備に向けて取り組んでいきま
す。現在、全国的に医師不足といわれる中
で、医師確保は大変困難な課題ではありま
すが、山梨県・峡東３市及び医師会との連
携を図り、幅広く 地域医療体制の整備に努
めます。

すべての市民のために活用
ふるさと納税について
甲州市を愛し、応援しようとする多くの

皆様からいただいた平成２２年度の寄付金
は、１千１８４万５千円となりました。

この寄付金を活用して、新年度は景観計
画の策定や果樹園交流の推進、子どもたち
への健全育成のための事業など、寄付され
た皆様の意向に沿った事業を実施して参り
ます。

３月議会　市長の施政方針

ズームアップ

■外来診療体制■
○月曜日 午前９時～１１時

牧丘病院　　小澤幸子医師

○火曜日 午後１時～２時
松里診療所　吉信英子医師

○水曜日　休診日

○木曜日 午前８時３０分～１１時３０分
岩瀬内科クリニック　岩瀬輝彦医師

○金曜日 午前９時～１１時
牧丘病院　　小澤幸子医師

5 広報こうしゅう



ま
ず
、
観
光
施
設
の
整
備
に
関

し
ま
し
て
は
、
「
甲
州
市
近
代
産

業
遺
産
宮
光
園
」
が
３
月
26
日
に

オ
ー
プ
ン
し
、
市
の
新
た
な
観
光

拠
点
施
設
と
し
て
、
関
係
団
体
や

関
連
施
設
と
も
連
携
す
る
中
で
、

ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る

歴

史
と
文
化
を
広
く
内
外
に
情
報
発

信
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

特
に
、
フ
ル
ー
ツ
と
ワ
イ
ン
産

業
観
光
の
推
進
、
「
武
田
家
の
聖

地
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
「
あ
る
～

く
　
こ
う
し
ゅ
う
」
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
地
域
活
性
化
と
交
流

人
口
の
増
大
に
向
け
て
、
関
係
団

体
を
は
じ
め

市
民
の
皆
様
と
も

連
携
・
協
働
し
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
発
信
に
関
し
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

加
え
て
、
首
都
圏
Ｊ
Ｒ
駅
へ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
出
や
観
光
大
使
の
委

嘱
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
統
合
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
甲
州
市
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
「
観
光
シ

テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

加
え
て
、
観
光
案
内
体
制
の
充

実
、
観
光
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
実
証
実
験
事
業

な
ど
「
も
て
な
し
体
制
」
の
充
実

に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
大
菩
薩
の
湯
」
「
天

目
山
温
泉
」「
道
の
駅
甲
斐
大
和
」

「
日
川
渓
谷
緑
の
村
」
他
の
公
営

施
設
や
公
衆
ト
イ
レ
な
ど
、
建
設

か
ら
一
定
期
間
が
経
過
し
た
施
設

の
設
備
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
整
備
を

新
年
度
も
引
き
続
き
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
登
山
道
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
、

利
用
者
の
安
全
性
と
利
便
性
の
向

上
に
向
け
て
、
コ
ー
ス
や
標
識
類

の
点
検
と
再
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

公
立
保
育
所
・
私
立
保

育
園
の
園
庭
を
芝
生
化

少
子
化
社
会
が
進
む
中
、
次
代

を
担
う
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
と

と
も
に
、
安
心
し
て
産
み
育
て
る

た
め
の
新
規
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
ず
、
子
供
た
ち
を
健
や
か
に

育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
公
立
保
育
所
、
私
立
保
育
園

の
園
庭
芝
生
化
促
進
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
園
庭
の
緑
化
は
、

子
ど
も
の
体
力
向
上
や
情
緒
安
定

ま
た
ケ
ガ
の
防
止
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
抑
制
な
ど
様
々
な
効
果
が

あ
り
、
市
内
全
て
の
保
育
所
・
園

の
園
庭
が
芝
生
化
さ
れ
る
よ
う
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

12
月
議
会
に
お
い
て
議
決
を
い
た

だ
き
、
４
月
か
ら
、
小
学
校
６
年

生
ま
で
窓
口
無
料
に
な
り
ま
す
。

更
に
、
入
院
に
限
り
中
学
校
３
年

生
ま
で
、
医
療
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

更
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し

て
は
、
４
月
か
ら
新
た
に
「
ひ
と

り
親
家
庭
等

小
中
学
校

入
進
学

祝
金
」
を
支
給
し
、
ひ
と
り
親
家

庭
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
と

児

童
の
健
全
育
成
及
び
児
童
福
祉
の

向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

年
３
回
通
算
６
回
ま
で

不
妊
治
療
の
支
援
拡
大

特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
等

に
つ
い
て
は
、
国
保
を
始
め
と
す

る

各
医
療
保
険
者
に
対
し
て
、

40
歳
以
上
の
方
の
特
定
健
診
・
保

健
指
導
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
受
診
率
65
％
の
目
標
達
成
が

課
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
40
歳
以
上
の
国
保

加
入
者
の
特
定
健
診
の
自
己
負
担

金
無
料
化
や
、
医
療
機
関
で
個
別

に

健
診
が
う
け
ら
れ
る
体
制
作

り
な
ど
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
　

こ
の
こ
と
か
ら
新
年
度
は
、
国

保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

助
成
対
象
年
齢
を
74
歳
ま
で
拡
大

し
、
更
に
隔
年
の
み
の
助
成
か
ら

毎
年
助
成
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

整
備
し

受
診
率
向
上
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
を
望
み
不
妊
治
療

を
行
う
ご
夫
婦
に
対
し
て
は
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
ど

も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
従
来
の
助
成
を
、
１
回
15
万

円
、
年
３
回
ま
で
の
通
算
６
回
ま

で
に
拡
充
し
治
療
を
受
け
る
ご
夫

婦
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

子
ど
も
達
の
学
力
向
上

へ
の
教
育
環
境
の
改
革

小
中
学
校

学
習
指
導
要
領
の

改
正
に
向
け
て
、
施
設
設
備
や
教

材
等
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
小
学
校

に
お
い
て
は
、
４
月
か
ら
従
来
の

「
ゆ
と
り
教
育
」
が
見
直
さ
れ
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て

授
業
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

よ
り
一
層
の
「
分
か
る
授
業
」

を
つ
く
る
た
め
、
先
進
地
の
学
校

を
訪
問
し
て
、
教
師
の
授
業
力
の

充
実
の
た
め
の
実
践
研
究
を
進
め

て
お
り
、
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
校
長
会
を
中
心
と

し
て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

内
18
校
が
一
斉
に
進
め
て
い
る
、

特
別
支
援
教
育
の
視
点
か
ら
、
全

て
の
子
ど
も
達
の
学
力
向
上
の
た

め
の
「
教
育
環
境
の
構
造
化
」

「
授
業
の
構
造
化
」
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
内
に
は
武
田
家
の
文
化
財

が
豊
富
に
存
在
し
て
い
る
。

（
写
真
・
恵
林
寺
）

市
で
は
子
ど
も
達
の
学
力
向
上
の

た
め
の
教
育
環
境
、
授
業
の
構
造

化
を
推
進
（
写
真
・
塩
山
北
小
）
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３月議会　市長の施政方針

ま
た
、
本
年
も
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
が
、
４
月
19
日
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
小
学
校
３
校
、
中
学
校
４

校
が
抽
出
調
査
対
象
校
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

抽
出
校
以
外
の
学
校
は
、
昨
年

の
よ
う
に
、
希
望
利
用
す
る
こ
と

に
し
、
国
費
に
よ
る
問
題
で
学
校

独
自
で
テ
ス
ト
を
行
い
、
採
点
は

各
校
で
行
い
、
指
導
の
充
実
や

学
習
状
況
の
改
善
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
を
、
教
育
委
員
会
と
学
校

と
で
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
後
２
８
年
が
経
過

市
民
文
化
会
館
を
改
装

一
方
、
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
校
舎
等
の
整
備
・
耐
震

補
強
事
業
に
つ
い
て
、
25
年
度
終

了
を

目
途
に
年
次
計
画
で
進
め

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
23
年
度
は
奥
野
田
小
学
校

西
館
校
舎
、
松
里
小
学
校

特
別

棟
、
塩
山
中
学
校

南
館
校
舎
の

耐
震
補
強
事
業
及
び
塩
山
北
中
学

校

屋
内
運
動
場

改
築
事
業
の
実

施
設
計
書
の
作
成
と
塩
山
南
小
学

校

南
館
校
舎
、
塩
山
中
学
校
屋

内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
塩
山
中
学
校
校
庭
に
つ

い
て
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
テ
ニ

ス
等
の
部
活
動
が
競
合
し
、
長
年

に
わ
た
り
手
狭
な
状
態
で
練
習
等

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
旧
母

子
住
宅
用
地
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

２
面
移
設
し
て
、
校
庭
の
混
雑
の

緩
和
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
甲
州
市
中
央
公
民
館

は
、
建
設
後
28
年
が
経
過
す
る
中

で
施
設
が
老
朽
化
し
て
き
て
お
り

ホ
ー
ル
の
舞
台
機
材
や
照
明
、
音

響
関
係
、
館
内
の
冷
暖
房
設
備
や

建
物
の
防
水
な
ど
、
施
設
全
体
の

改
修
が
必
要
と
検
討
し
た
結
果
、

今
年
度
は
調
査
費
を
予
算
化
し
長

年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
施
設
の

改
修
に
向
け
て
、
調
査
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
23

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
４
年
計

画
で
、
施
設
全
体
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生

涯
学
習
施
設
と
し
て
の
機
能
充
実

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

実践を想定した模擬訓練
徘徊ＳＯＳネットワーク

近年、認知症の方が行方不明になる事件
が増えていることから２月２２日、甲州市
と日下部警察署や塩山消防署、ＪＲ塩山駅、
市内のタクシー会社やバス会社など協力機
関で設立した「甲州市徘徊ＳＯＳネットワ
ーク」が徘徊者の捜索の模擬訓練を行いま
した。 

当日の訓練は、市職員が行方不明になっ
た認知症の方になり、市内を歩きＪＲ塩山
駅に向かった想定で実施し、日下部警察署
が市内約１０ヶ所の協力機関に情報を提供、
連絡を受けた協力機関は、通常の業務を行
いながら捜索に協力しました。 

ＳＯＳネット事務局の市福祉介護課地域
包括支援センターは訓練を終えて、「より実
践に近い訓練でしたので、多くの課題が見
えました。安心、安全の住み良い甲州市づ
くりには、地域皆さんの協力が大切です」
とＳＯＳネットへの協力を呼びかけていま
す。 
■情報を共有することにより早期発見 

甲州市徘徊ＳＯＳネットワークは、徘徊
する恐れのある認知症の方が増えているこ
とから昨年に設立しました。甲州市と日下
部警察署が情報を共有し、早期発見の体制
づくりを行います。認知症の方の家族など
から名前や住所、顔写真を添えた登録届を
提出していただき、現在は１０人が登録し
ています。 

■お問い合わせ先
福祉介護課　☎３２‐５０２７ 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
行
う

甲
州
市
民
文
化
会
館
。

ズームアップ

日下部警察署やＪＲ塩山駅など市内の協
力機関と行った模擬訓練
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甲州市食育推進会議と甲州市は３月５日、第
４回甲州市食育まつりを甲州市民文化会館で開
催しました。
「食が育てる交流の輪」をテーマに、地元食

材を販売する「食育市場」、地元食材での料理
を味わえレシピがもらえる「食育カフェ」のほ
か、食生活改善推進員会による「食育レストラ
ン」や野菜クイズや食育かるた、さらには甲州
市食育の歌「ぱきぱきマンの歌」のライブ演奏
など、会場全体が食育に関する催しで盛りだく
さん。１０００名を越す来場者は「いろんな食
育を学びました」「レシピを使って、子供に美
味しい野菜料理を食べさます」など食育を存分
に学び、そして食育を通じて出合った皆さんと
の交流を深めていました。

食が育てる交流の輪
第４回甲州市食育まつり

勝沼ワイン協会は２月２６日、勝沼ぶどうの
丘で第３２回甲州市勝沼ワインゼミナールを開
催しました。 日本ワイン発祥の地にふさわし
く、世界的に有名なソムリエの田崎真也さんを
招いて「産地とは何か」をテーマに、１３０余
年の歴史と伝統を誇る甲州種ワインが世界へ挑
戦する狙いなど、ワイン王国の将来に向けた取
り組みについて講演されました。また、講演後
の勝沼ワイン協会２２社の醸造家と参加者がワ
インついて語り合う交流会では、甲州種ワイン
の素晴らしさを語り合いました。

「日本を代表するワイン産地」と講演した田崎さん

ワイン王国の将来へ

甲州市男女共同参画推進委員会は２月２６
日、第５回男女（みんな）で環になり笑顔のフ
ォーラムを甲州市民文化会館で開催しました。
男女が手を結び、一緒にまちづくりを進めるこ
とを目指したフォーラムは、㈱桝一市村酒造場
取締役のセーラ・マリ・カミングスさんによる
講演会、同委員会の活動報告、「劇団かえ～る
座」による「女性にだってできるさ」の上演を
行いました。超満員の参加者は「男性も女性も
みんなで協力していこう」と語り合いました。 

劇により男女共同参画を伝えた「劇団かえ～る座」

男女
みんな

で環になる

地
元
食
材
で
の
料
理
レ
シ

ピ
が
掲
載
し
て
あ
る
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
が
大
好
評

だ
っ
た
食
育
カ
フ
ェ
。

親
子
で
楽
し
く
、
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
食
育
を
学
ん
だ

「
キ
ッ
ズ
・
ス
ウ
ィ
ー
ツ
」
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市では，市民の皆様
や観光客の方々が市内
を移動するための交通
手段として「市民バス」
を運行しています。市
民の皆様の日常生活や
ＪＲを利用して訪れる
観光客のニーズに対応
した時間帯を設定して
います。

この度、長年にわたり要望のありました「塩
山高校」に停留所を設置し４月から利用できる
ようになりました。
■時刻表

ＪＲ塩山駅発　　　　　塩山高校着
午前８時１０分　　　　午前８時２２分
塩山高校発　　　　　　ＪＲ塩山駅着
午後４時２０分　　　　午後４時３２分
午後６時１０分　　　　午後６時２２分

※夏休み、冬休み、春休みを除く平日に運行し
ます。料金は塩山高校の生徒が登下校に利用す
る場合のみ１００円となります。

塩山高校の神津校長は「朝の到着時間
が早くなったため、生徒らに余裕ができ
ますね。」と教育環境の充実を感じなが
ら話すと、生徒会長の深澤さんは「これ
から、総体などで生徒全体が安心して移
動できる交通手段が増えてうれしい。ゆ
ったりとした時間体制なので、会話も楽
しめます」と学校生活の魅力が広がった
様子を話してくれました。

小中学生を対象とした国際的なロボット競技
会「ファースト・レゴ・リーグ（ＦＬＬ）」（Ｎ
ＰＯ法人青少年科学技術振興会主催）の全国大
会で、県内の小中学生チーム「ファーストフジ
サン」が準優勝に輝き、世界大会の出場を獲得
した。 

なんと、このチームでは甲州市の小鳥居快人
さん（下萩原）が選手として活躍しています。

このＦＬＬは、組み立て玩具「レゴ」を使っ
たロボット競技と研究発表で、問題解決などを
競う大会。コンピューター・モニター・センサ
ーを積んだ自立型ロボットを作り、プログラミ
ングをして制限時間内に、数多くのミッション
をクリアしていいきます。

現在、小鳥居さんは６月にオランダで開催さ
れる世界大会に向けて着々と準備を進めていま
す。ロボットの精度向上を図るとともに、世界

大会では、英語で研究発表するため、英会話の
猛特訓にも励んでいます。
「世界大会には１００％状態で望む。みんなが

頑張っているんだから僕も頑張る」と意気込み
を語る小鳥居さんのは、世界最強のチームワー
クが自慢の「ファーストフジサン」の仲間と一
緒に、新たな夢に向かって頑張っています。

最強のチームワークで世界に挑む「ファース
トフジサン」。写真中央が小鳥居快人さん。

声 神津幸穂さん
（塩山高校 校長　写真右)

深澤周平さん
（同校 生徒会長　写真左)

小鳥居快人さん（下萩原）

ファースト・レゴ・リーグ
世界大会へ出場！

「100％の状態で望む！」

市民バス
新たに塩山高校に停留所
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平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
の
縦
覧
台
帳

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
台
帳
に
は
、
土
地

の
地
番
・
地
積
・
価
格
等
、
家
屋
の
所

在
・
家
屋
番
号
・
床
面
積
・
価
格
等
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
31
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

■
縦
覧
場
所

税
務
課
（
本
庁
舎
）

勝
沼
地
域
総
合
局
・
大
和
地
域
総
合
局

■
縦
覧
で
き
る
方

市
内
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
相
続
人
含
む
）
と
そ
の
同
居
家
族

及
び
委
任
状
の
あ
る
代
理
の
方

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、

運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑
、
相
続
の
方
は

戸
籍
謄
本
、
代
理
の
方
は
「
委
任
状
」

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
介
護
保
険
法

の
要
介
護
、
更
に
は
要
支
援
を
受
け
て
い

る
方
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
居
住
す
る

住
宅
（
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建

っ
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
、
平
成
19
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
浴
室
の
改
修
な
ど
一
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、
改
修
工
事

後
、
原
則
と
し
て
３
か
月
以
内
に
関
係
書

類
を
添
付
の
上
、
申
告
し
た
場
合
、
工
事

完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
（
１

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
３

分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税

担
当
、
ま
た
は
各
総
合
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
は
、
平

成
23
年
度
内
で
、
税
理
士
に
よ
る
税
金
の

無
料
相
談
会
お
よ
び
休
日
の
税
金
無
料
相

談
を
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
開
催
場
所
、
時
間
、
予
約
の
有
無

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
は
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
休
日
の
税
金
無
料
相
談
（
要
予
約
）

・
日
　
時

４
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

・
場
　
所

山
梨
税
理
士
会
館

（
甲
府
市
中
央
２
‐
１
１
‐
２
３
）

・
内
　
容

相
続
税
、
所
得
税
及
び
法
人
税
等
（
相

談
時
間
１
人
に
つ
き
30
分
以
内
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
３
１
８

※
お
問
い
合
わ
せ

は
、
月
曜
日
～
金

曜
日
の
午
前
10
時

～
午
後
４
時
と
な

り
ま
す
。

固
定
資
産
の
縦
覧
台
帳
縦
覧

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
の
固
定

資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

税
金
無
料
相
談
に
つ
い
て
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informationinformationinformationinformationinformation

２）同じ世帯で、子どもが２人以上保育所・幼稚
園・認定こども園・特別支援学校幼稚部又は
知的障害児通園施設等に入所する場合は、次
のようになります。

３）母子世帯等又
は在宅障害（児）
者の居る世帯で保
育料基準額表の第
２階層から第４階
層 に 該 当 す る 世
帯。保護者の申請
に基づき、生活保護法（昭和２５年法律第１４
４号）に定める要保護者など、特に困窮してい
ると市長が認めた世帯

※住宅借入金等特別控除、住宅耐震改修特別控除、電子証
明書等特別控除適用の場合は、控除前の税額になります。

※６月に住民税額・所得税額が決定になりますと、
保育料が４月に遡って変更になる場合がありますの
でご承知おきください。

甲州市では、子育て家庭への経済負担を軽減する
ため、保育料を国の基準より低く設定しています。
なお、平成２１年度より保育所等に入所している児
童が３人目以降いる世帯の方は、３人目以降からの
保育料は０円としております。また、国の基準に所
得税額の区分として「７３４,０００円以上」の階
層が追加されましたので、市でも第１１階層として
新たに追加しました。１）保育料基準額表

平成23年度

甲州市保育料

赤ちゃんすくすく支援事業
子育て対策課では昨年４月より「すこやかベビーベ

ッド貸与事業」を開始しましたが、今年度より名称を

「赤ちゃんすくすく支援事業」に変更しサービスの充実

を図ります。内容もベビーベッドに加え、ベビーシー

ト、ベビーバスの貸し出しも行います。貸出期間と対

象者は右記の表をご覧ください。子育て対策課、各総

合局の窓口に申請書を用意していますので、印鑑を持

参してください。申請は出生前から受け付けます。

◆お問い合わせ先　子育て対策課　児童福祉担当

☎３２‐５０８１

◆お問合せ先　子育て対策課　保育所担当
☎３２‐５０８１

ベビーベッド
■貸付期間　１歳の誕生日まで
■対象者　　市内に住民票のある保護者
ベビーシート
■貸付期間　１歳の誕生日まで
■対象者　　甲州市に住民票のある保護者

または祖父母
ベビーバス
■貸付期間　生後１ヶ月まで
■対象者　　甲州市に住民票のある保護者

または祖父母

※対象児1人につき1台の貸出になります。
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informationinformationinformationinformationinformation
平
成
22
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
が
、
平
成
23
年
度
は

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
と
し
て
本

格
実
施
に
な
り
ま
す
。

■
米
に
対
す
る
助
成
内
容

米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
す

る
販
売
農
家
等
に
対
し
10
ア
ー
ル
当
た
り

１
万
５
千
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
水
稲
作

付
面
積
の
う
ち
10
ア
ー
ル
分
は
控
除
）

交
付
の
対
象
と
な
る
条
件
は
、
米
の
生

産
数
量
目
標
に
従
っ
た
「
水
稲
共
済
加
入

者
」、
ま
た
は
「
作
付
面
積
が
20
ア
ー
ル
以

下
の
農
家
に
お
い
て
は
販
売
実
績
が
あ
る

者
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
と
同
じ

内
容
で
す
。

■
水
田
活
用
の
所
得
補
償
内
容

水
田
に
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
野
菜
な
ど

を
作
付
す
る
販
売
農
家
等
に
対
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。
交
付
単
価
は
作
物
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
度
の
モ
デ
ル
事
業
と
同
じ
内
容
で
す
。

■
畑
作
物
の
所
得
補
償
内
容

水
田
や
畑
に
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た

ね
な
ど
を
作
付
す
る
販
売
農
家
等
に
対
し

て
交
付
さ
れ
ま
す
。
作
物
に
よ
っ
て
は
、

品
質
検
査
や
等
級
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
数
量
目

標
を
記
入
し
た
営
農
計
画
書
等
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
交
付
単
価
は
作
物
や

検
査
に
よ
る
品
質
の
等
級
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

■
対
　
象

い
ず
れ
の
作
物
も
販
売
実
績
が
あ
る
方
、

あ
る
い
は
該
当
作
物
の
農
業
共
済
加
入
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

水
田
を
お
持
ち
の
方
に
は
昨
年
も
送
付

し
た
「
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
」
に
よ
り
、

補
償
制
度
の
加
入
に
つ
い
て
お
問
合
せ
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
水
田
で
は
な
く
畑

に
対
象
作
物
を
作
付
さ
れ
て
い
る
加
入
希

望
者
は
、
産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

豊
か
な
自
然
環
境
の

な
か
、
あ
な
た
も
農
作

業
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
塩
山
上
塩
後

区
内
に
市
民
農
園
（
一

葉
や
さ
い
文
学
園
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
や

花
な
ど
を
栽
培
さ
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
回
こ
の
一
葉
や
さ
い
文
学
園

の
利
用
者
を
再
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
画
数

３
区
画
（
１
世
帯
つ
き
１
区
画
）

■
使
用
料

区
画
面
積
32
㎡
　
３，

４
６
５
円

■
募
集
期
間

４
月
１
日
（
金
）
～
11
日
（
月
）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

■
貸
出
期
間

５
月
１
日
（
日
）
～
平
成
24
年
３
月
31

日
（
土
）

■
募
集
方
法

・
産
業
振
興
課
農
地
担
当
（
本
庁
２
階
）

で
申
請
用
紙
に
記
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

※
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
農
地
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

本
格
実
施

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

農業委員会から

農地の実勢賃借料情報
農地の実勢貸借情報　平成21年12月に施行された

改正農地法により農地の実勢賃借料情報の提供を行
うこととなっています。

農地の貸し借りの際には、別表の賃借料を参考に
してください。
◆お問合せ先

甲州市農業委員会（事務局）産業振興課　農地担当
☎３２‐５０９２

平
成
23
年
度
　
市
民
農
園
（
一
葉

や
さ
い
文
学
園
）
利
用
者
再
募
集

14平成23年4月
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山
梨
県
内
で
農
業
へ
の
就
業
を
希
望
し
て

い
る
が
、
農
業
体
験
が
少
な
い
方
を
対
象

に
、
実
際
に
農
作
業
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
「
就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾
」
を
実
施
し

ま
す
。
対
象
は
60
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、

県
内
で
就
農
を
希
望
す
る
方
で
す
。

【
農
業
体
験
研
修
】

■
平
日
１
日
コ
ー
ス

・
内
　
容

果
樹
ま
た
は
野
菜
栽
培
の
体
験

・
実
施
期
間

６
月
～
10
月
の
間
（
10
回
実
施
）

■
週
末
３
日
コ
ー
ス

・
内
　
容
　
野
菜
栽
培
の
体
験

・
実
施
期
間

６
月
～
10
月
の
間
（
５
回
実
施
）

【
週
末
農
業
塾
】

■
果
樹
コ
ー
ス

（
も
も
コ
ー
ス
・
ぶ
ど
う
コ
ー
ス
）

・
内
　
容

も
も
ま
た
は
ぶ
ど
う
の
生
育
ス
テ
ー
ジ

別
の
管
理
作
業

・
実
施
期
間

５
月
～
12
月
の
農
業
大
学
校
が
指
定
す

る
土
曜
日
（
10
回
実
施
）

■
野
菜
コ
ー
ス

（
夏
野
菜
等
コ
ー
ス
・
秋
野
菜
等
コ
ー
ス)

・
内
容
　
野
菜
の
管
理
作
業

・
実
施
期
間

夏
野
菜
等
コ
ー
ス

５
月
～
８
月
ま
で
の
間

秋
野
菜
等
コ
ー
ス

８
月
～
11
月
の
農
業
大
学
校
が
指
定
す

る
土
曜
日
（
８
回
実
施
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

専
門
学
校

山
梨
県
農
業
大
学
校

研
修
課

☎
０
５
５
１
‐
３
２
‐
２
２
６
９

※
各
コ
ー
ス
と
も
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

経
験
の
浅
い
就
農
５
年
以
下
の
農
業
者

を
対
象
に
、
果
樹
栽
培
の
技
術
向
上
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
基
本
的
な
栽
培
技

術
や
農
業
経
営
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
習

得
、
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容
・
定
員

①
実
践
コ
ー
ス

年
間
の
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
等

（
モ
モ
コ
ー
ス
、
ブ
ド
ウ
コ
ー
ス
　
各
５

回
程
度
）
定
員
　
各
20
名
程
度

②
基
礎
コ
ー
ス

座
学
を
中
心
と
し
た
果
樹
の
基
礎
知
識

（
全
５
回
程
度
）
定
員
　
30
名
程
度

※
各
コ
ー
ス
と
も
受
講
時
に
個
人
目
標
を

設
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
①
、

②
と
も
多
数
希
望
の
場
合
は
調
整
あ
り
。

■
開
催
時
期
　
５
月
～
平
成
24
年
３
月

■
場
　
　
所

東
山
梨
合
同
庁
舎
、
峡
東
地
域
農
家
ほ

場
等

■
締
切
日
　
４
月
25
日
（
月
）
　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所

峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

担
い
手
育
成
担
当

☎
20
‐
２
７
０
７

FAX
20
‐
２
７
０
９

仕
事
現
場
に
触
れ
、
技
能
・
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
、
や
る
気
の
あ
る
人

材
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

高
校
、（
短
）
大
学
、
専
門
・
専
修
学
校

の
新
卒
者
（
平
成
19
年
９
月
以
降
の
卒
業

者
）
で
未
就
職
者
の
方

■
期

間
　
最
長
６
ヶ
月

■
内
　
容

１
日
７
時
間
以
上
８
時
間
以
下
、
月
16

日
以
上
21
日
以
下
（
原
則
）

※
実
習
先
は
応
募
者
と
の
ご
相
談
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

■
助
成
金

日
額
７．

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

労
働
課
新
卒
者
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
３
２
１
５

平
成
23
年
度
就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

塾
を
開
催
し
ま
す

受
講
者
募
集

果
樹
技
術
向
上
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集
！

中
小
企
業
で
行
う
現
場
実
習
（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

平成２３年度　

狂犬病予防注射を実施します！
狂犬病予防注射を４月から５月にかけて市内各会場で実施

します。登録している犬の飼い主宛にお知らせハガキが届き
ますので、会場の確認をして必ず接種をしてください。

なお接種する会場には、お知らせハガキを必ず持参してく
ださい。

■注意事項
・新たに犬を飼育された場合は新規登録料として３，０００
円（別途）必要になります。（おつりのないようにお願いしま
す。）
・注射の時に犬は興奮しますので、必ず制御できる方が同伴
してください。
・かかりつけの動物病院でも接種できます。
◆お問い合わせ先

環境政策課　☎３２‐２１１１（内線２４３、２４４）
勝沼地域総合局 市民福祉課　☎４４‐１１１１（内線２２)

大和地域総合局 市民福祉課　☎４８－２１１１（内線１２)

料金について（一頭につき） ３,４００円

（内訳）狂犬病予防注射手数料 ２,８５０円

注射済票代　　　　　　　 ５５０円

15 広報こうしゅう
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○
緊
急
地
震
速
報

最
大
震
度
５
弱
以
上
と
推
定
し
た
地
震

の
際
に
、
震
度
４
以
上
の
地
域
に
揺
れ
が

来
る
前
に
知
ら
せ
る
情
報
で
す
。

※
震
源
に
近
い
場
合
な
ど
、
強
い
揺
れ
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
放
送
文
】

『
チ
ャ
イ
ム
音
（
３
回
）「
大
地
震
（
お
お
じ

し
ん
）
で
す
。
大
地
震
（
お
お
じ
し
ん
）
で

す
。」（
３
回
繰
り
返
し
）
こ
ち
ら
は
防
災
こ

う
し
ゅ
う
で
す
。』

※
チ
ャ
イ
ム
音
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
緊
急
地
震
速
報

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。（h

ttp
://w

w
w

.n
h
k
.o

r.jp
/b

o
u
sa

i

）

○
国
民
保
護
情
報

武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
が
迫
り
、
ま
た

は
発
生
し
た
場
合
に
知
ら
せ
る
情
報
で

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
」「
航
空
攻
撃
情
報
」

「
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報
」
「
大
規

模
テ
ロ
情
報
」
が
あ
り
ま
す
。

【
放
送
文
（
例
）】

『
有
事
サ
イ
レ
ン
音
（
14
秒
）
「
ミ
サ
イ
ル

発
射
情
報
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
。
当
地

域
に
着
弾
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
屋

内
に
避
難
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。」（
３
回
繰
り
返
し
））
こ
ち

ら
は
防
災
こ
う
し
ゅ
う
で
す
。』

※
有
事
サ
イ
レ
ン
音
は
、
国
民
保
護
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（h
ttp

://w
w

w
.k

o
k
u
m

in
h
o
g
o
.g

o
.jp

）

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
情
報
提
供
は
、
瞬
時
に
行
う

必
要
が
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
録
音
さ
れ
た

内
容
で
自
動
放
送
さ
れ
る
た
め
、
限
定
的

な
内
容
と
な
り
ま
す
。
放
送
を
聞
い
た
後

は
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
可
能
な
場
合
に

お
い
て
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報

の
補
足
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
の
情
報
は
、
自
動
的
に
放
送
さ
れ

る
た
め
、
早
朝
や
深
夜
な
ど
を
含
め
、
時

間
帯
に
関
係
な
く
放
送
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
危
機
管
理
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

「
東
海
地
震
観
測
情
報
」
か
ら
「
東
海
地

震
に
関
連
す
る
調
査
情
報
」
へ
の
情
報
名

称
の
変
更
、
「
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
」
の
導
入
、

定
例
の
判
定
会
で
の
調
査
結
果
の
情
報
発

表
な
ど
、
東
海
地
震
に
関
連
す
る
情
報
が

変
わ
り
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
、
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（h
ttp

://w
w

w
.se

isv
o
l.k

ish
o
u
.g

o
.jp

/

e
q
/to

k
a
i/h

e
llo

jm
a
_
in

d
e
x
.h

tm
l

）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
気
象
台
　
防
災
業
務
課

☎
０
５
５
‐
２
２
２
‐
９
１
０
１

東
海
地
震
に
関
連
す
る
情
報
が
変

わ
り
ま
し
た
！

４
月
１
日
か
ら
運
用
開
始
！

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

(

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ)※甲州市は防災行政無線の自動放送でお知らせします。

（ＣＡＴＶ等でのお知らせはしません）

甲州市では、緊急地震速報など国が発信する情報を受信し、防災行政無線を自動
起動させ、市民の皆さんに緊急放送としてお知らせする全国瞬時警報システム

（Ｊ‐ＡＬＥＲＴ）を４月１日から運用します。
■全国瞬時警報システム（Ｊ‐ＡＬＥＲＴ）とは？

全国瞬時警報システム（Ｊ‐ＡＬＥＲＴ）は、国が発信する「緊急地震速報」な
どの気象情報や「武力攻撃事案」などの国民保護情報のうち、対処に時間的余裕が
ない緊急情報を、人工衛星を用いて直接市町村（地方公共団体）に送信し、防災行
政無線を自動起動させてサイレンや音声放送を流し、市民に緊急情報を伝達するシ
ステムです。

市では、この全国瞬時警報システム（Ｊ‐ＡＬＥＲＴ）を導入し、４月１日から
防災行政無線を使用して国からの緊急情報を受信した際に自動放送を行います。

16平成23年4月
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今
回
の
企
画
展
は
、
塩
山
地
区
（
赤
尾
、

下
萩
原
、
下
於
曽
、
下
塩
後
）
に
あ
る
文

化
財
を
写
真
パ
ネ
ル
に
て
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

４
月
28
日
（
木
）
ま
で

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
／
月
曜
日
、

は
休
館
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

■
展
示
期
間

４
月
４
日
（
月
）
～
５
月
２
日
（
月
）

勝
沼
文
化
協
会
「
い
ろ
ど
り
の
会
」
に

よ
る
絵
手
紙
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

※
展
示
内
容
・
期
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

■
開
催
日
　
３
月
５
日
（
土
）

■
場
　
所
　
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
成
　
績

優
　
勝
　
藤
の
花

２
　
位
　
青
野

３
　
位
　
た
ん
ぽ
ぽ

■
開
催
日
　
３
月
６
日
（
日
）

■
場
　
所
　
塩
山
北
小
学
校
体
育
館

■
成
　
績

優
　
勝
　
武
澤
　
杏
奈
さ
ん

（
松
里
中)

２
　
位
　
平
山
　
隆
一
さ
ん

３
　
位
　
高
井
　
瑞
季
さ
ん
（
松
里
中)

３
　
位
　
網
野
　
勝
丸
さ
ん

歴
史
民
俗
資
料
室

第
74
回
企
画
展
「
甲
州
市
の
文
化

財

塩
山
地
区
」
開
催

塩
山
駅
南
口
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平成２３年度　受講生募集

レックセンター
教養講座・クラブ
甲州市勤労青少年ホーム（レックセンター）では、

教養講座・クラブの受講生を募集しています。
■受講資格

甲州市内在住の３９歳以下の方、または市内で働
いている３９歳以下の方ならどなたでも受講できま
す。
■受講料　無料　※講座により材料費等の負担があり
ます。
■その他　利用の際は、利用者登録が必要です。
◆申し込み・お問い合わせ先

産業振興課　ワイン商工担当　☎３２‐５０９２

手編み講座・・・・・・・・毎週火曜日

お店で購入できないオリジナルのセーターやマフ
ラーをおしゃべりしながら楽しく編んでみません
か？好きな毛糸を持ってトライしてみよう！
■講　師　橋本千代美 先生
■定　員　１０名

茶道(裏千家)講座 ・・・・毎週水曜日

おいしいお菓子とおいしいお茶をいただきながら、
作法だけでなく、和の心も学べます。
■講　師　菊島美恵子 先生
■定　員　１５名

華道(創美流)講座 ・・・・毎週水曜日

四季折々の花を自由な発想で楽しく活けて見ませ
んか？
■講　師　山田まゆ子 先生
■定　員　１５名

茶道(表千家)講座・・・毎週木曜日

めまぐるしく変化していく時代に一服のお茶をお
いしくいただき、落ち着いたひと時を過ごしながら
人と交わることの出来る講座です。
■講　師　小野宗浩 先生
■定　員　１５名

優
勝
は
藤
の
花
チ
ー
ム

第
６
回
甲
州
市
長
旗
争
奪
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は
武
澤
杏
奈
さ
ん

第
５
回

甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会
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informationinformationinformationinformationinformation
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
、
残
り
３
ヶ

月
と
な
り
ま
し
た
。

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
「
オ
ー

ナ
ー
様
」
、
「
管
理
組
合
様
」
の
皆
様
へ
、

地
デ
ジ
を
ご
視
聴
い
た
だ
く
た
め
の
準
備

は
お
済
み
で
す
か
。

集
合
住
宅
で
は
、
宅
内
ブ
ー
ス
タ
ー
や

配
線
な
ど
の
設
備
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対

応
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
改
修
等
の

対
応
を
し
な
け
れ
ば
ご
覧
に
な
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
改
修
等
が
必
要
な
場
合

に
は
工
事
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

地
デ
ジ
対
応
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
ア
ナ
ロ
グ

放
送
を
ご
視
聴
の
場
合
は
、
ご
加
入
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

集
合
住
宅
を
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
す
る
際
、

経
費
負
担
が
過
重
と
な
る
場
合
に
国
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
記
の
助
成
金
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

総
務
省
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

各
種
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
ま
た
は
、
総
務

省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
デ
ジ
サ
ポ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w

w
.d

ig
isuppo.jp/ind

ex.htm
l

）

◆
助
成
金
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

○
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
　

助
成
金
窓
口

☎
０
５
７
０
‐
０
９
３
‐
７
２
４

※
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
Ｉ
Ｐ
電
話
等
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な

が
ら
な
い
方
は
、
1
０
３
‐
５
６
２
３
‐

３
１
２
１
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
も
指
定
管
理
者
変
更
に
よ
る
引
継

ぎ
の
た
め
、
４
月
当
初
に
臨
時
休
館
い
た

し
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
開
館
日
を
増
や
し
下
記
の
と
お

り
変
更
い
た
し
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
お
湯
は
、「
田
野
鉱
泉
」

と
し
て
、
明
治
時
代
よ
り
湯
地
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
古
湯
で
す
。

ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
な
の
で
、
入
浴

後
は
お
肌
が
す
べ
す
べ
し
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
お
越
し
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
和
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
歴
史
あ
る
温

泉
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
休
館
日

・
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
月
１
日
（
金
）
～
４
日
（
月
）
ま
で

※
４
月
５
日
（
火
）
か
ら
通
常
営
業
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

４
月
１
日
（
金
）
～
３
日
（
日
）
ま
で

※
４
月
４
日
（
月
）
か
ら
通
常
営
業
。

■
休
館
日

・
大
和
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

①
毎
週
日
曜
日
（
従
来
は
日
曜
、
月
曜
日)

②
１
月
１
日
（
従
来
は
12
月
29
日
～
１
月

３
日
ま
で
、
国
民
の
休
日
）

・
大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
の
休
館
日
で
す
。

①
日
曜
日
、
月
曜
日

②
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す

る
休
日

③
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー

甲
州
市
大
和
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
48
‐
２
７
４
７

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
集

合
住
宅
の
地
デ
ジ
化
は
お
済
み
で

す
か
。

６月１日から

住宅用火災警報器の設置
が義務化されます。

甲州市では火災被害の防止だけでなく、高齢者の安心、

安全な暮らしを支援するため前年所得税非課税世帯のひと

り暮らし高齢者、寝たきり高齢者等を対象に住宅用火災警

報器、電磁調理器を１世帯に１台給付しています。

■給付対象者

・火災警報器

市内に住所を有し、平成１８年５月３１日以前に建てら

れた自己所有の住宅に居住している６５歳以上のひとり暮

らし高齢者又は寝たきり高齢者等で、前年所得税非課税の

世帯又は、生活保護法による被保護世帯に属する方。

・電磁調理器

心身機能の低下に伴い防火等の配慮が必要な６５歳以上

のひとり暮らし高齢者で、前年所得税非課税の世帯又は、

生活保護法による被保護世帯に属する方。

※既に市から給付を受けている方は対象になりません。

◆申し込み・お問い合わせ先

福祉介護課　高齢者福祉担当　☎３２－５０２７

勝沼地域総合局　市民福祉課　☎４４－１１１１

大和地域総合局　市民福祉課　☎４８－２１１１

大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
大
和
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館

日
、
大
和
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ
。

県立産業技術短期大学校

能力開発講座
５月のお知らせ

■講座内容■
・観光業のための中国語Ⅰ
・エクセル基礎（第１回)
・エクセル応用（第１回)

◆申し込み・お問い合わせ先
山梨県立産業技術短期大学校

☎３２‐５２０２

18平成23年4月



informationinformationinformationinformationinformation
水
資
源
開
発
の
譲
渡
担
保
権
な
ど
、
水

の
権
利
に
関
す
る
、
劇
場
型
の
投
資
ト
ラ

ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
他
に
こ
ん
な
手
口
も

・
日
本
の
名
水
が
外
国
に
買
い
占
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
お
り
、
水
の
保
全
の
た
め
に

権
利
を
購
入
し
て
ほ
し
い
。

・
以
前
投
資
ト
ラ
ブ
ル
で
被
害
に
あ
っ
た

お
金
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
な
ど
と
、
も

ち
か
け
る
。

・
お
金
が
な
い
と
断
る
と
、
業
者
指
定
の

カ
ー
ド
で
借
金
を
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

■
そ
の
他

水
の
権
利
は
、
訪
問
販
売
を
規
制
す
る

特
定
商
取
引
法
の
指
定
権
利
に
あ
た
ら
な

い
た
め
、
規
制
が
難
し
く
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

断
り
切
れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
り
、

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
家
族
や
甲

州
市
役
所
、
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
８
４
５
５

甘
い
話
に
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

や
ま
な
し
消
費
生
活
注
意
報

無料法律相談
■日　時　4月15日（金）

午後１時３０分～午後４時３０分
■場　所　勝沼防災センター１階会議室
■対　象　市内在住者　
■定　員　６名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は完全予約制です。４月５日

（休祭日を除く）から予約を受け付けます。多くの方
に相談の機会を設けたいので、回数を制限させてい
ただく場合があります。
◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

甲州市社会福祉協議会
休日無料法律相談
甲州市社会福祉協議会では、平日は忙しくて相談

に行けないという方のために、休日無料法律相談を
開催しています。相談希望の方は電話にて申し込み
をお願いします。

■日　時　4月23日（土）
午前９時３０分～午後１２時３０分

■場　所　甲州市民文化会館 ２階 第１会議室
■対　象　市内在住者　
■定　員　６名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は完全予約制です。４月１１日
午前８時３０分（休祭日を除く）から予約を受け付
けます。
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市社会福祉協議会　☎４４‐２６１２

無料消費生活相談
市では、専門家による多重債務など、消費生活に

関する無料相談を開設します。

■日　時　4月20日（水）
午前の部　午前９時～正午
午後の部　午後１時～４時

■場　所　市役所本庁舎 １階 市民相談室
（市民生活課となり）

■対　象　市内在住者　
■内　容

消費生活関連　架空請求、訪問販売、レンタル・
リース契約等に関する消費者保護手続、サラ金、多
重債務など
■定　員　１２名（相談者１人につき３０分）
※この無料消費生活相談は完全予約制です。４月８
日から１８日（休祭日を除く）まで予約を受け付け
ます。限られた時間ですので、相談する事項をよく
整理し、関係書類等をお持ちください。
◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当
☎３２‐５０６８

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
にＣ段丹映子・「週間長野」

掲載・無断転載禁止
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informationinformationinformationinformationinformation
時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
30
分
～
７
時
）

４
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
、

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

４
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

４
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

４
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

４
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

■
講
　
師
　
岩
波
正
勝

先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
し
ま
す
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

■
日
　
時

４
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
～
　

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

第
２
・
３
研
修
室

■
内
　
容

・
定
期
総
会

・
勝
沼
人
形
劇
「
ぶ
ど
う
の
実
」
公
演

・
会
食
し
な
が
ら
交
流

■
申
込
み

昼
食
等
の
準
備
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

参
加
者
募
集

障
害
者
陶
芸
教
室

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

平成２３年４月１日施行

山梨県暴力団排除条例
暴力団の排除に関する基本方針を策定し、推進体制を

整備するとともに、暴力団員を県が実施する入札に参加
させないなど､県の事務・事業から暴力団を排除します。

・青少年の健全育成を図るための暴力団事務所の排除
学校、児童福祉施設、公民館、図書館、博物館、都市

公園等の周囲２００ｍの区域内において､新たに暴力団事
務所を設けることが禁止され、違反者には罰則が科せら
れます。（罰則：１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金)

・事業者の暴力団等に対する利益供与の禁止
用心棒やみかじめ料、トラブルの解決の見返りとして

利益を渡す行為、事業収益の一部を無償で提供する行為
などが禁止されます。（違反者に対する措置：事実の調
査・勧告・公表）

・不動産取引や建設工事からの暴力団排除
暴力団事務所に使われることを承知で、不動産を譲渡

したり、建設工事の請負契約をすることなどが禁止され
ます。（違反者に対する措置：事実の調査・勧告・公表)

◆お問い合わせ先
山梨県警察本部　組織犯罪対策課
☎０５５‐２３５‐２１２１
日下部警察署刑事課
☎０５５３‐２２‐０１１０
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informationinformationinformationinformationinformation

新入学児童等の犯罪被害防止
全国的に子どもが被害に遭ったり、子どもの安

全が脅かされたりする犯罪が後を絶ちません。子
どもに対する被害防止教育を行い、自分を守るた
めの力を身につけさせましょう。

警察では、防犯教室・防犯指導において、児童
たちに「イカのおすし」を合い言葉に被害防止教
育を行っています。

知らない人について行かない。

知らない人の車に乗らない。

「助けて」と大きな声をだす。

防犯ブザーを鳴らす。

こわかったら大人のいる方にす

ぐ逃げる。

どんな人が何をしたか、家の人

に知らせる。

平成２３年度

山梨県警察官採用試験
【警察官Ａ】

■受付期間　　　4月22日（金）まで
■第１次試験日　5月08日（日）
■受験資格

昭和５６年４月２日以降の生まれで大学を卒業
した方、または卒業見込みの方。
■採用予定人員

男性 ５０名程度　　女性 ４名程度
■採用試験案内請求など試験に関するお問合せ先

日下部警察署　警務課　採用試験担当
☎２２‐０１１０（代表）

イカ・・行かない

の ・・乗らない

お ・・大声で叫ぶ

す ・・すぐ逃げる

し ・・知らせる

不動産無料相談
■日　時　4月21日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

◎社会福祉協議会へ
・清水昌和さん　　(西野原)
・塩山北中生徒会、大藤小児童会、玉宮小児童会、

神金小児童会一同   　　白い杖10本

◎社会福祉貢献活動へ
・社団法人 山梨法人会女性部会（部会長 渡辺君子）

東北地方太平洋沖地震の被災
者への支援として、個人及び
団体から募金や物資などの善
意が寄せられております。皆
様からの心温まる支援につい
ては被災地へ届けさせていた
だきます。
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●４月１日から、市役所の閉庁時刻が午後５時１５分となりま
す。なお、本庁舎で行っている窓口延長業務も午後７時１５分
までとなります。（計画停電期間中は窓口延長は行いません）

有料広告

22平成23年4月



甘草屋敷子ども図書館
お父さんのおはなし会

●日時　5月15日（日）

午前10時30分～

●会場　甘草屋敷子ども図書館

●内容　市内在住のお父さんた

ちによる読み聞かせ

塩山図書館
雑誌リサイクル市

●日時　4月30日（土）午前10時～午後４時

●会場　甲州市民文化会館　ロビー

●内容

塩山図書館で所蔵している雑誌のうち、平成２

１年度以前のものをお譲りします。（一部雑誌

は除かせていただきます。）

※あわせて、図書館友の会主催の「ブックフリ

ーマーケット」も開催します。塩山図書館にて、

ご家庭で不要になった図書の献本を受け付けて

います。詳しくは塩山図書館まで。

蔵書点検による
休館のお知らせ

塩山図書館及び甘草屋敷子ども図書館は、４

月９日（土）から１９日（火）まで蔵書点検作

業のため休館させていただきます。

「蔵書点検」ってなんだろう？

★より良い図書館サービスを行うために必要な

作業です。

「資料が所定の場所に並んでいるか」「行方不明

の本はないか」「汚損、破損の資料はないか」

などの状況を、一冊一冊手作業、確認していき

ます。また、施設や設備の点検や修繕などもこ

の期間に行っています。これらの作業を開館中

に行う事は困難なため、作業期間中は図書館を

休館することになります。利用者の皆様には、

大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご

協力をお願いします。

勝沼図書館で楽しく活動しよう！
カムカムクラブ会員募集！

カムカムクラブは、勝沼図書館を拠点にし
様々な活動と読書アニマシオンを通して「自ら
学ぶ子ども」を育てる子ども読書クラブです。
本のクイズ大会や図書館スタッフ体験、市内探
険など、本に関連した楽しい活動を月１回行い
ます。
■募集対象

４月から小学校３・４年生になる児童
（定員２０名）
■参加費用クラブ費　２,０００円

（保険代・活動費雑費・記念品としての図書費
を含む）
■申し込み

４月１日（金）午前１０時より、電話（４
４‐３７４６）にて受け付けを開始します。詳
しくは、勝沼図書館までお問い合わせください。

勝沼図書館
ブックリサイクル

読み終えた本はありませんか？

勝沼図書館では、５月３日（火）から５月５

日（木）にブックリサイクルを開催します。

皆さんのお宅に、読み終えて不要になった本

（週刊誌・雑誌・マンガ雑誌は除く）がありま

したら、４月２０日（水）から４月2７日（水）

の期間中に図書館カウンターまで、合計冊数を

数えてお持ちください。（いずれも月曜日は除

きます。）多くの方々のご協力をお待ちしてい

ます。

大和図書館
「武田勝頼公」に関する図書展

●開催期間　4月1日（金）～27日（水）

※勝頼公および武田家に関する図書を展示・紹

介します。ぜひご覧ください。

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/
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◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

いつもケンカばかりしている
けど、本当は仲良しなんだよね。
これからも元気で、優しい心を
持った兄妹でいてください。

父・潤さん、母・めぐみさん
（赤尾）

“小さく産まれたけど大き
く育って欲しい”と願ってい
ます。感性のままに・・・

父・光明さん、母・みか子さん
（上於曽）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
23
年
４
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所

政
策
秘
書
課

秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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ホームページアドレス http : / /www.city .koshu.yamanashi . jp メールアドレス info@city .koshu.yamanashi . jp

いつも優しいお兄ちゃんに
“ラブちゅうにゅう～”な妹です。
誰にでも優しく接することの出
来る人に成長してください。
父・清一さん、母・江利子さん

（千野）

これからもやさしいお姉ち
ゃん、かわいい弟で二人なか
よくしてね。

父・和巨さん、母・里美さん
（等々力）

弟がかわいくてしかたがない凛、お
姉ちゃんがいるといつもニコニコの晴。
パパとお母さんは２人のおかげで本当
に幸せです。これからもすくすく元気
に大きくなぁれ。

父・英也さん、母・新果さん
（勝沼）

お話も上手になってきまし
たね。これからも笑顔いっぱ
い元気に成長していってね。

父・利明さん、母・道代さん
（綿塚）

清水
しみず

凛
りん

ちゃん(５歳)

晴
はる

くん(８ヵ月)

松本
まつもと

柚香
ゆずか

ちゃん

(６ヶ月)

安田
やすだ

悠都
ゆうと

くん(１０歳)

愛
あい

ちゃん(５歳)

森永
もりなが

翔
しょう

くん(８歳)

はるかちゃん(５歳) 

あすかちゃん(２歳)

田中
たなか

沙季
さき

ちゃん

(２歳)

菱澤
ひしざわ

綾
あや

ちゃん(５歳)

友
ゆう

くん(１歳)


